
マス保謬水面官出卓業に伴うサクラマス調査サケ，

品j査員的I 

サクラマス(ヤマメ)(rC ~起する生態を明らか人為的保護によ bサクラマス資源の増強をはかる一方，

にしてマスぬ美の発展tこばする。
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内容

調査期間

調査担当者

調査

(1) 

(2) 

日

下北郡東通村白糠老部川地域

調査項目

サクラマスの湖上および産卵調査

再生産K関する調査

標識放流調査

河川漁場調査

査

a 

b 

c 

(3)調

(4) 

d 

調査結呆

サクラマスの湖上および産卵詞査

老部川Kおける確認産卵床数は99床であり，約33万粒の産着卵があたっと推定される。このほ

か人工採卵用K捕獲したもの，密i魚Kよる被害を加えると 130-140尾の親魚湖上があったと思

われる。

再生産K関する調査

a 

b 

老部川(iLおけるサクラマス再生産率

年
沿 岸 1そ上量年別 年令別資 ø，~量 5一4時l1 Q 級別 再生
漁獲量 資源量 3 2 4 3 資源量 E長率

1963 1 2，27 0尾 1 1 2尾 1 2，382尾 11，144尾 1，238尾 13，329尾 1 1 9 

64 9，326 57 9，383 8，633 750 一 1 9，2 1 1 337 

65 23，488 147 23，635 22，453 1，1 82 

66 1 1，3 02 190 1 1，492 1 1，2 1 6 276 

67 18，360 149 1 8，509 16，658 1，8 5 1 

68 1 6，1 09 203 1 6，31 2 14，680 13704262L 

69 2 8，719 1 36 28，855 !2ω25 7，647 f 1，183 

標識放流調査

昭和 43年 10月K老部JlIで採卵し平日坂養魚場Kおいてふ化飼育して稚魚(ヤマメ)2 0 3 3尾を

標識(脂ビレ七TJ除)放流した。

d 河川漁場調査

例年と較べての特異現象はないが，

た。

砂利採取，木材ばっ採による河川の荒廃がみられるようになっ

c 

今後の課題および問題点

地先海面Kおける最大有効漁獲量と老部川への.i朔P上親漁限界数の闘連を明らかにすることが課題となる。
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